　　　　　　　　　　　　韓国で、日本で、劣化ウラン兵器の禁止をともに考えよう
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戦場だけじゃない！

韓・日の基地にも広がる劣化ウラン弾

講演：イ・シウさん（ソウル在住フリージャーナリスト）

3月23日（金）午後6時30分～

エルおおさか７０１室（京阪、地下鉄「天満橋」駅下車）

　プログラム　

　１８：３０　開会

１８：３５　ＤＶＤ「ポイズン・ダスト　米軍による劣化ウラン汚染」上映

　　　　　　　（米国ピープルズネットワーク製作。２００６年５月日本語版製作）

　　　　　　２００３年３月、世界の人々の反対を押し切ってアメリカはイラク攻撃を開始した。そして、そこで再び大量の劣化ウラン兵器が使用された。その放射能はイラクの民衆と子どもたちだけでなく、自国の米軍兵士にも深い傷を残した。

　１９：１０　イ・シウさん講演

　２０：３０　閉会


イ・シウさんのプロフィール


1967年生まれ。平和活動家として06年広島での劣化ウランを告発する国際シンポジウムにも参加。ピョンテク米軍基地の取材にも取り組む。写真家としてのイ・シウさんの活動はホームページ「フォトギャラリー」でごらんいただけます。
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劣化ウラン弾とは・・・


放射能と重金属毒性をあわせもち、標的に命中すると、燃え上がると同時に微粒子の塵となって周囲に拡散するため、人間だけでなく、土壌も汚染される。


米軍は湾岸戦争、アフガニスタン、イラク戦争で劣化ウラン弾を使用したが、生命と環境に回復不可能な被害を与える非人道的兵器として世界各国でその禁止を求める活動が行われている。
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